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2024年度第1回有識者会議開催概要

開催概要

• 日時: 2024年9月3日(火) 13:00-15:00

• 開催形態: 対面
(愛知県庁本庁舎６階正庁)

• 参加者 (敬称略) : 

– 【座長】 荒井秀典 (国立長寿医療
研究センター)

– 水野正明 (名古屋大学)

– 大高洋平 (藤田医科大学)

– 安部聡 (ボストンコンサルティンググ
ループ)

– 加藤浩晃 (デジタルハリウッド大学)

– 江口満 (厚生労働省)

– 柴山政明 (名古屋大学)

• 次第:

– 開会

– あいちデジタルヘルスプロジェクトのこれ
までの検討状況

– 社会実装先行事業のご紹介と今後の
進め方

– 共創促進事業の選定議論

– 今後の進め方

– 閉会

有識者より頂戴したご意見
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• 先行事業の評価方法については異論なし
– 将来的 (直近では年度末の有識者会議) には、ステージゲートに基
づき、先行事業の統合・支援の方向転換を含めた先行事業の”見
極め”を行う

– 事業単体だけでなく、プロジェクト全体として効果的なサービスとなる
ような絵姿を考える必要がある

• このプロジェクトにおける”社会実装”のゴールイメージを合わせておく必要
がある
– 社会実装がサービスをローンチするまででよいのか、持続可能なビジ
ネスとして成立するところまで求めるのか整理する必要がある

– また、県内の社会課題を解決するサービスに仕上がっていると言える
ようにすべき
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• データ連携基盤を分散型を中心に検討すること自体は異論ないが、その
場合の留意点として、各事業からデータを得る際の個人情報の同意取
得のポリシーを統一しておくべき

• どういったデータを取るかの標準化を合わせて考える必要
– 標準化の議論は重要だが、最大公約数的なデータのみを取り込む
と、身長と体重等のデータしか得られずデータ連携の意味がなくなって
しまうため、バランスが重要

共
創
促

進
事
業

• 公募で提出された候補案件に対して3件の採択に係るご意見を頂戴し
た (詳細議論は非公開)
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